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研究概要
当教室では脊椎・脊髄に関する基礎的・臨床的研究を中心に行っている。基礎研究は臨床との関連性を重視しており，これま
でに電気生理学的脊髄モニタリング法の臨床応用，動物モデルを用いた腰部神経根性疼痛メカニズムの解明，細胞組織工学に
よる椎間板再生，骨形成タンパクと人工骨の脊椎固定術への応用，パッチクランプ法による疼痛伝達路の解明及び脊髄前角細
胞の電気生理学的作用の解明，脊柱靱帯骨化症に対する分子生物学的アプローチなどを行ってきた。長寿社会が達成された現
在，人々は生活の質の改善を求めており，運動器疾患の治療と撲滅は最重要課題とされている。われわれはこの社会的要求に
応えるべく，臨床面で現在，低侵襲手術の研究・開発にも力を注いでいる。また，形成外科・手の外科分野においても微小血
管外科やキーンベック病に関する報告を数多く行っている。

以下にその詳細を列挙する。
1 ． 脊椎外科に関連する基礎的並びに臨床的研究
 脊椎内視鏡手術の技術開発と臨床応用に関する研究
 脊椎内視鏡手術におけるナビゲーションシステムの応用に関する研究
 脊柱靱帯骨化症関連遺伝子の解析
 腰部脊柱管狭窄症の自然経過に関する疫学調査研究
 腰椎椎間孔障害の補助診断法としての電気生理学的研究
 脱出椎間板組織の吸収過程と神経因性疼痛の制御に関する研究
 変性椎間板による神経因性疼痛発現機序とその制御に関する研究
 パッチクランプ法を用いた脊髄内痛覚伝導路に関する研究
 パッチクランプ法を用いた脊髄前角細胞に対する虚血負荷に対する検討
 パッチクランプ法を用いた運動ニューロンの電気生理学的作用の研究
 焼成骨（ true bone ceramic, TBC）の脊椎固定材料としての有用性に関する研究
 術中脊髄機能モニタリングに関する基礎的・臨床的研究
2 ． 骨髄幹細胞による骨・靱帯・関節組織の再生に関する研究
 培養椎間板細胞を用いた椎間板再生に関する研究
 骨髄幹細胞を用いた脊椎固定術に関する研究
 骨髄幹細胞を用いた靱帯再建術に関する研究
3 ． 骨形成タンパク (0P-1) の臨床応用に関する研究
 骨形成タンパクによる変性椎間板の再生と神経因性疼痛抑制に関する研究
 骨形成タンパクによる脊椎固定術に関する研究
4 ． その他
 キ - ンベック病に関する臨床的研究
 マイクロサージェリーを用いた機能再建術に関する臨床的研究
 小児上腕骨顆上骨折の装具療法の研究
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回京阪神整形外科集談会，2009.9 ．大阪

35.
下江隆司 , 谷口泰徳 , 浅井宣樹 , 北野岳史 , 吉田宗人 , 浜崎広洋  : 膠原病に合併したキーンベック病の検討．第112 回中部日本

整形外科災害外科学会，2009.4.10 ，京都

36.
下江隆司, 坂田亮介, 湯田啓之, 松本卓ニ, 浜崎広洋 : 腸腰筋滑液包炎を伴った変形性股関節症の1 例．第 77回和歌山医学会総

会， 2009.7.5. ，和歌山



37.
下江隆司 , 谷口泰徳 , 岩田勝栄 , 北野岳史 , 浅井宣樹 , 吉田宗人  : 遊離複合肩甲皮弁移植を行った前腕部高度損傷の1 例．第

113 回中部日本整形外科災害外科学会，2009.10.２ . 神戸

38.
南 貴雄 , 林信宏 , 武用泰輔 , 平野三好 , 山口耕史： S-ROMを用いた THA術後早期にケーブル・プレートシステムを用いた骨接

合術を要する大腿骨近位部骨折を生じた1 症例．第77回和歌山医学会総会，2009.7.5，和歌山

39.
橋本忠晃，佐々木俊二，安藤宗治，北野陽二，麻殖生和博，山崎 悟，勝田紘史，岡田紗枝，玉置哲也，高見正成：巨大骨軟骨欠損を伴った大

腿骨外顆骨折 に対し骨膜付き腸骨を用い再建を行った一例．第 77回和歌山医学会総会，2009.7.5，和歌山

40.
橋本忠晃，佐々木俊二，岡田紗枝，勝田紘史，山崎 悟，麻殖生和博，北野陽二，安藤宗治，松本明子：スポーツ少年にみられた大腿骨外顆・

剪断性軟骨骨折の1 例，第 77回和歌山医学会総会，2009.7.5，和歌山

41.
三宅悠介, 南晋司 , 宮崎展行, 安部唯一, 綿貫匡則, 中谷匡登, 吉田宗人, 中谷如希, 簗瀬能三：TKA後方脱臼を生じた関節リ

ウマチの1 例．第 77回和歌山医学会総会，2009.7.5，和歌山

42.

寺口真年 , 中川幸洋 , 南出晃人 , 吉田宗人：脊髄髄内腫瘍と脊髄炎、脊髄変性疾患との鑑別に苦慮した2 例 . ．第 112 回中部日本

整形外科災害外科学会，2009.4.9-10 ，京都

43.

寺口真年 , 南出晃人 , 石元優々 , 中村正亨 , 河合将紀 , 吉田宗人：上位腰椎部の脊柱管狭窄症により下垂足を呈した1 例．第 77回

和歌山医学会総会，2009.7.5. ，和歌山

44.
平一裕 , 簗瀬能三, 南晋司 , 宮崎展行, 阿部唯一, 綿貫匡則, 中村正亨, 峰巨 , 中谷匡登, 吉田宗人：両側 THA、 TKA

を行った多発性骨端異形成症の 1 例．第 77回和歌山医学会総会，2009.7.5，和歌山

45.
山東未季，南晋司，峰巨，阿部唯一，宮崎展行，綿貫匡則，本田高幹，吉田宗人：自然退縮をみとめた脛骨遠位外骨腫の一例．第423 回整

形外科集談会京阪神地方会，2009.1.17 ，大阪

e) その他 ( 研究会等 )

1. 吉田宗人：脊椎内視鏡後方手術実習. 和歌山県立医科大学整形外科学教室脊椎内視鏡cadaver seminar 2009, 2009.1. 和歌山

2. 吉田宗人：ラジオ「痛いの・痛いの・飛んでけ！」，和歌山放送、月1 回放送

3. 石口　明：高齢者脊柱変形（後側弯症） Historical Review, 　和歌山県立医科大学同門総会　 UP TO DATE セミナー 2009.11. 和

歌山

4. 南出晃人、吉田宗人、山田宏、橋爪洋、中川幸洋、河合将紀、岩崎博、筒井俊二、木岡雅彦、石元優々、長田圭司. 腰部神経根内外側

障害に対する内視鏡下後方除圧術の工夫. 第 6 回和歌山最小侵襲整形外科（ MIOS ）フォーラム , 2009. 2. 7.和歌山

5. 南出晃人 . 脊椎関連疾患についての最近の知見. レクチャーミーティング, 2009, 11. 24. 和歌山

6. 中川幸洋、吉田宗人、南出晃人、河合将紀、山田宏、橋爪 洋、岩崎博、筒井俊二、木岡雅彦、石元優々、長田圭司：頚椎神経根症に対

する内視鏡下椎間孔拡大術の術式の工夫．第 6 回和歌山最小侵襲整形外科(MIOS)フォーラム、 2009.2.7 和歌山

7. 麻殖生和博：脊椎外科における感染症とその対策．第25回和歌山脊椎脊髄外科フォーラム,2009． 7 ．和歌山

8. 野村和教 , 中尾慎一 , 吉田宗人 , 河合将紀 , 麻殖生和博 : 当院の腰椎内視鏡手術1200症例の検討　―年齢と手術高位の分布に

ついて― . 第 19回和歌山県整形外科医会.2009.3.1 ，和歌山

9. 筒井俊二、辻本修平、吉田宗人、山田　宏、岩崎　博、石元優々　：　上位椎間における中心性狭窄で下位神経根症状を呈した腰部脊



柱管狭窄症の１例. 　第 77回和歌山医学会、  2009. 7. 和歌山

10.
高見正成、納田和博、岩崎安博、篠崎真紀、中　敏夫、篠崎正博、峯　牧子、武用泰輔、吉田宗人：ドクターヘリにより救命し得た多発外傷

に伴った両側大腿・下腿骨折（floating knee ）の１例．第 19回和歌山県整形外科医会，200 ９ .3.1 ，和歌山

11.
高見正成、納田和博、中村正亨、宮崎展行、山田　宏、吉田宗人、篠﨑正博、中　敏夫：高エネルギー外傷における全脊柱 CT の有用性．

第 10回　和歌山救急・災害医療研究会， 2009.9.6，和歌山

12.
北野岳史，谷口泰徳，南晋司，岩田勝栄，下江隆司，浅井宣樹，吉田宗人：悪性腫瘍切除後の広範囲皮膚欠損に対する皮弁による再建．第28

回大阪マイクロサージャリー研究会,2009.7，大阪

13.
石元優々：骨粗鬆性脊椎骨折後に生じた遅発性神経根症．脊椎外科を学ぶ会、2009.2.7，大阪

14.
西山大介，松崎工作，船岡信彦，納田和博，延與良夫，北野岳史，下江隆司：高度肥満患者に対するTwo-incision THA の一例．第 6 回

和歌山県最少侵襲整形外科フォーラム，2009.2.7，和歌山

15.
下江隆司 , 谷口泰徳 , 岩田勝栄 , 北野岳史 , 浅井宣樹 , 吉田宗人  : 膠原病に合併したキーンベック病の検討．第19回和歌山県整

形外科医会， 2009.3.1. 和歌山

16.
下江隆司, 谷口泰徳, 岩田勝栄, 北野岳史, 浅井宣樹, 吉田宗人 : 遊離複合肩甲皮弁移植を行った前腕部高度損傷の1 例 . ．第

28回大阪マイクロサージャリー研究会，2009.7.4.  大阪

17.
橋本忠晃，佐々 木俊二，岡田紗枝，勝田紘史，山崎 悟，麻殖生和博，北野陽二，安藤宗治，松本明子：：スポーツ少年にみられた大腿骨外

顆・剪断性軟骨骨折の１例．第19回和歌山県整形外科学術集会，2009.2.27 ，和歌山

18.

寺口真年 , 谷口泰徳 , 岩田勝栄 , 石元優々 , 吉田宗人： Bado分類不能のMonteggia骨折の 1 例 . ．第 6 回和歌山最小侵襲整

形外科 (MIOS)フォーラム， 2009.2.7，和歌山

19.
平一裕，南晋司，宮崎展行，谷口亘，阿部唯一，綿貫匡則，峰巨，中村正亨，中谷匡登，山東未季，吉田宗人：小児大腿骨骨幹部骨嚢腫病的

骨折に対して MIPO を行った 1 例．第 6 回和歌山最小侵襲整形外科（MIOS ）フォーラム， 2009.2.6，和歌山

20.
山東未季，南晋司，宮崎展行，阿部唯一，綿貫匡則，峰巨，中村正亨，中谷匡登，平一裕，吉田宗人：上腕骨近位部骨折に対してFoxtail nail

を用いた 1 例．第 6 回和歌山最小侵襲整形外科（MIOS ）フォーラム， 2009.2.6，和歌山

研究費交付状況
1. 厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患克服研究事業　分担研究者 吉田宗人：脊柱靱帯骨化症に関する調査研究

2. 厚生労働科学研究費補助金長寿科学総合研究事業　分担研究者　吉田宗人：膝痛・腰痛・骨折に関する高齢者介護予防のための地域代

表性を有する大規模住民コホート追跡研究

3. 厚生労働科学研究費補助金長寿科学総合研究事業　分担研究者　吉田宗人：腰痛の診断、治療に関する研究

4. 日本学術振興会科学研究費　基盤研究 (C) 吉田宗人 , 中塚映政 , 宮崎展行：脊髄損傷細胞死におけるG1uR2 の関与について

5. 受託研究（和医大総第Ｂ−21006 号）　研究責任者　吉田宗人：高齢者運動器疾患予防対策事業に係る運動プログラム開発

6. 特定研究助成プロジェクト助成金　研究分担者　吉田宗人：疼痛に対する生体反応



7. 先端医療開発普及講座　メドトロニックソファモアダネック株式会社：先端医療の中心的役割を演じる．革新的医療工学とそれを用い

た手技の開発を行うとともに科学的根拠を創世するための研究活動を展開


